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2020年度日本鉱物科学会第30回研究奨励賞 
 

 
受賞者：瀧川 晶 会員（東京大学大学院理学系研究科） 
研究対象：銀河系における物質循環に関する研究 
 

 
授賞理由 
 瀧川 晶会員は「晩期型巨星から，星間空間を経て，星惑星形成領域へと至る物質循環を通じ，化学的に
進化してきた銀河の歴史の中に太陽系の起源を位置づける」という時空間スケールの大きな物質循環の解明
に取り組んできた。 
瀧川会員の大きな業績の一つは，進化末期の晩期型巨星周囲での鉱物ダストの形成について，鉱物の凝縮
や蒸発という低圧での物質形成の主要化学過程に注目し，非平衡条件で凝縮や蒸発をするフォルステライト
やコランダムダストが異方的形状を取ることを実験で明らかにしたことである。さらに，異方的形状が赤外
線天文観測で吸収・発光ピークの変化として検出できることを理論的に示し，その結果，晩期型巨星周に観
測されてきたものの未同定であった13 μm にピークをもつ輝線が，晩期型巨星起源の質量放出風中の非平衡
条件下で，ガスから凝縮したコランダムダストであることを突き止めた。また，始原隕石中のプレソーラー
コランダム粒子のうち{011}面で囲まれたものは，晩期型巨星周でガスから凝縮したコランダムが，太陽系ま

で生き残った証拠であることを発見した。 
 また，ALMA 望遠鏡を用いて，アルミナダストが生成する場の物理化学環境を，世界で初めて撮像することにも成功し，ダスト形成
が恒星からの質量流出の引き金になるという仮説を実証した。さらに，アルミナに富む非晶質ダストと考えられてきた輝線がケイ素を
10%ほど含む遷移アルミナであることを実験で明らかにした。最近では，太陽系始原物質の探査にも貢献し，NASA 彗星核サンプルリ
ターン計画CAESARや，「はやぶさ2」によるリターンサンプルの初期分析への参画など国際的に活躍している。 
 以上ように瀧川会員は，晩期型巨星から星間空間を経て太陽系に至るまでの銀河物質循環を，実証的に明らかにすることをめざし，
多様の手法を複合した研究手法により，惑星物質科学・鉱物学・天文学など関連する地球惑星科学分野への新たな道を切り拓く成果を
挙げている。以上の理由から，日本鉱物科学会研究奨励賞受賞者として相応しいと考え，ここに推薦する。 
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瀧川 晶 会員の略歴 
 
2007年 3月 東京大学 理学部地球惑星物理学科卒業 
2009年 3月 東京大学大学院理学系研究科 修士課程修了 
2012年 3月         同上     博士課程修了（博士：理学） 
2012年 4月 日本学術振興会特別研究員SPD (京都大学・カーネギー研究所) 
2015年 4月 京都大学白眉センター（地球惑星科学専攻・地質学鉱物学教室）特定助教 
2020年 3月 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻准教授 
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